
1870

114.

612-122

石 油 ト 家 兎 血 糖 ト ノ 關 係

岡 山 醫 科 大 學 法 醫 學 教 室

谷 耕 一

[昭 和13年9月10日 受 稿]

第1章 緒 論

曩 ニ桃 井1)ハ 本 教 室 ニ於 テ,燈 用 石 油 ノ經 口的

投 與 ニ ヨ リ家 兎 尿 ノ總 窒 素 量 ノ僅 カ ノ減 少,尿 酸

窒 素 ノ増 加,燐,石 灰 ノ著 シキ減 少 ヲ,廣 本2)ハ

「ブ リ ン鹽 基 」,尿 酸 窒 素量 ノ僅少 ノ増 加,「 ア ラ ン

トイ ン」窒 素 量 ノ減 少,加 賀3)ハ 表 面 張 力 ノ増 加

スル コ トヲ認 メ タ リ.尿 ニカ カ ル變 化 ヲ認 ムル 以

上,血 液 ニ何 等 カ ノ影 響 ヲ及 ボ ス可 キ コ トヲ推 定

シ,桃 井4)ハ 燈 用 石 油 ノ經 口的 投 與 後,家 兎血 液

ノ赤 血球 沈 降 速 度 ノ促 進,赤 血球 抵 抗 ノ減 弱,廣

本 ハ 「ヒ ヨ レステ リ ン」量 ノ増 加 スル ヲ實 證 セ リ.

又,M. Artault de Vevy5)ガ 糖 尿病 ニ對 シ石 油

ニ「イ ン シ ユ リ ン」ト匹敵 スベ キ作 用 ノ存 スル コ ト

ヲ唱 ヘ テ ヨ リ,立 川6)ハ 石 油 ヲ家兎 ノ皮 下 ニ注 射

セル ニ,血 糖 量 ノ一 時 的 降 下 ヲ來 スモ,一 定 時 間

後 ハ 却 テ上昇 スル ヲ認 メ,森7)ハ 石 油 ノ高 温溜 出

成 分 ノ筋 間注 射 ハ血 糖 ヲ降 下 セ シ ムル コ トヲ報 告

セ リ.余 モ亦 燈 用 石油 及 ビ其 ノ類 似 物 質 ヲ家 兎 ニ
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經 口 的 ニ投 與 シテ 含水 炭 素 新陳 代 謝 ニ及 ボ ス影 響

ノ一 端 ヲ明 カ ニセ ン ト欲 シ,本 實 驗 ヲ行 ヒ タル ガ,

Rost8),桃 井1)等 ノ研 究 ニ ヨ レバ,燈 用 石 油 ノ經

口 的投 與 ハ 胃腸外 投 與 ニ比 シテ 中毒 ヲ發 スル コ ト

比 較 的 ニ少 ク,又 症 状 モ輕 シ トノ コ トナ レバ,余

ハ本 實 驗 ニ於 テ石 油投 與 ニ專 ラ經 口的 投 與 ヲ用 ヒ

タ リ.

第2章 實 驗 方 法

實 驗 動 物 トシテ ハ2.000g以 上 ノ健 康 ナル成 熱

家 兎 ヲ選 ビ,實 驗 前1週 間 ハ毎 日一 定 時 間 ニ一 定

量 ノ豆 腐 粕 ヲ與 ヘ テ飼 育 セ リ.斯 ク テ毎 日空 腹 時

(食 後24時 間)ニ 其 ノ體 重 ヲ測 定 シ,可 及的 ニ家

兎 ノ動 搖 ヲ廻避 シ テ先 ヅ耳 朶 ヨ リ採 血 シ タル血 液

ニ就 キ糖 量 ヲ測 定 シ タル 後,體 重1kgニ 就 キ1cc

ノ燈 用 石 油 又 ハ其 ノ類 似物 質 ヲ「胃 ゾ ンデ」ノ助 ケ

ヲ藉 リテ胃 中 ニ注 入 シ,其 ノ後30分,2時 間,5時

間,7時 間,9時 間 及 ビ12時 間 ニ同前 樣 ニシ テ家

兎 ノ血 糖 ヲ測 定 シ タ リ.家 兎血 糖 ノ測 定 ハ其 ノ耳

朶 ヨ リ採 取 シタ ル血 液 ニ就 キHaegedorngensen

氏 法 ニ ヨ リテ行 ヒ,又 實驗 ニ使 用 セル燈 用石 油 及

ビ石 油類 似 物 質 ハ 次表 ニ示 セ ル如 シ(第1表).

第1表

第3章 實 驗 成 績 竝 ニ 考察

先 ヅ對照試驗 トシテ石油 ヲ與 ヘザル家兎 ヨリ一

定 ノ時間的間隔 ヲ以テ採取 シタル血液糖量 ヲ測 定

セル ニ,採 血 ニヨル影響ハ殆 ド認 メラ レズ.固 ヨ

リ多少 ノ動搖 ハア レ ド,其 ハ實驗的誤差 ノ範 圍 ヲ

出デザルモ ノナリ(第2表 參照).

石油 ノ經 口投 與實驗 ニ於 テ,燈 用石油 ヲ與 ヘタ

ル場合,投 與後30分 ニ シ テ 血糖量増加 ノ傾向 ヲ

示 セルモノ6例,減 少 ノ徴 ヲ示 セルモ ノ2例,殆

ド變化 セザル モノ2例 ナル ガ,之 等 ノ動搖 ハ略ボ

實 驗 誤 差 ノ範 圍 ヲ出 デズ.然 レ ドモ2時 間後 ニ於

テ家 兎 第7,第8及 ビ第10ノ3例 ハ 夫 々-22%,

-16%及 ビ-17%ヲ 示 シ,之 ハ 明 カ ニ減 少 ト觀

ル ベ ク,5時 間後 ニ於 テハ-7%, -9%ノ 如 キモ

ノア レ ド大 多數 ハ-10%以 上 ヲ示 シ,7時 間 後

ニハ尚 ホ減 少 セ ル傾 向 ヲ明 カ ニ認 メ得 ル ガ,5時

間後 ノ夫 レニ比 シ,己 ニ多 少 増 加 ヲ來 セ リ.更 ニ

9時 間 後 ハ 減 少 ヨ リ正 常 ヘ復 歸 ノ道 程 ヲ辿 リ,12

時 間後 ニハ 略 ボ燈 用 石 油投 與 前 ノ血 糖 量 ニ囘 復 ス

(第3表 參 照).

「石 油 エ ー テル」實 驗 ノ3例 ハ 何 レモ投 與 後30分

ニ シ テ血 糖 量 ノ一時 的増 加 ノ傾 向 ヲ示 ス如 キ モ,

其 ハ10%以 下 ノ増 加 ニシ テ 「石 油 エ ー テ ル」 ノ

影 響 ナ ル ヤ否 ヤ ヲ決 定 シ難 ク,時 間 ヲ經 過 スル ニ

從 ヒテ多 少減 少 ノ傾 向 ヲ取 ル モ ノ ノ 如 ク.然 モ

7-9時 間 ニ シ テ投 與 前 ノ血 糖 値 ニ達 セ ル ガ(第4

表 參 照).「 石 油 エー テ ル」 ニ ヨ リテ ハ著 明 ナ ル血

糖 ノ變 化 ヲ認 メ難 シ.

「カ ナ ドール」,「 石 油 ベ ンヂ ン」,「リグ ロ イ ン」,

「機 械 ナ フ サ」
,機 械 油,樟 腦 油及 ビ「オハ石 油」ノ

經 口的 投 與 實 驗 ニ於 テ ハ,投 與 後30分 ニ シ テ一 時

的 ニ血 糖 量 ノ増 加 ヲ來 スモ ノ 「カナ ドー ル」 及 ビ

「石 油 ベ ンヂ ン」投 與 家 兎 ニ1
, 2ア レ ド(家 兎 第17,

第18及 ビ第19),一 般 ニハ 多 少増 加 ノ傾 向 ヲ認 ム

ル ノ程 度 ナ リ.サ レ ド,2時 間 後 ニハ燈 用 石 油 ノ

場 合 ト略 ボ同 樣 ニ シ テ何 レモ減 少 ノ傾 向 ヲ示 シ,

更 ニ5-9時 間後 ニ至 レバ,多 クハ 著 明 ナ ル減 少 ヲ
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示 シ,斯 ク テ12時 間後 ニ ハ略 ボ投 與前 ノ血 糖 量 ニ

復 歸 ス ル モ ノ ノ如 シ.而 シ テ投 與 後2-5時 間 ニ

現 ハ ル ル 血 糖 ノ減 少現 象 ガ石 油 類 中沸 點 ノ高 キモ

ノ ホ ド著 明 ナ ル ハ 注 目 ニ値 ス(第4及 ビ第5表 參

照).

反 之,「 リ ゴー レ ン」(沸 點40℃ 以 下)ノ 經 口的

投 與 ニ於 テ ハ,投 與 直 後 ニ試 獸 ノ腹 部 ハ 甚 シ ク膨

滿 シ,呼 吸頻數及 ビ不安状態 ヲ示 シ,斯 ル状態 ハ

時間 ノ經過 ニ從 ヒテ漸次緩 和シ,5時 間後 ニハ略

ボ投 與前 ノ全身状態 ニ復 シ,其 ノ間下痢等 ノ中毒

症状 ヲ認 メズ.血 糖 像ハ他 ノ石油類 ノ場合 トハ著

シク異 ナ リ,投 與後30分-2時 間 ニシテ投與前 ノ

約40-50%ノ 増 加 ヲ示 シ,以 後ハ次第 ニ減少 シ,

12時 間後 ニ略ボ平常値 ニ復 ス(第5表 參照).

第2表 對 照 試 驗

第3表 燈 用 石 油
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第4表
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第5表

以上 ノ實 驗 成績 ヲ觀 ル ニ,燈 用 石 油 及 ビ其 ノ類

似 物 質(但 シ「リゴ ー レ ン」ヲ除 ク)ノ1cc pro kilo

ハ 家 兎 ノ血 糖 量 ヲ一時 的 ニ多 少 降 下 セ シ ムル作 用

ヲ有 スル モ ノニ シ テ,殊 ニ注 目 スベキ ハ沸 點 ノ高

キ モ ノホ ド其 ノ作 用 ノ著 明 ナル 事 實 ナ リ トス.反

之,沸 點40℃ 以 下 ナル 「リ ゴー レン」 ニ於 テ ハ投

與 後30分-2時 間 ニ50%内 外 ノ 血 糖増 加 ヲ來 ス

ガ,之 ハ 「リゴ ー レ ン」其 ノ モ ノ ニ因 ル増 加 カ或 ハ

既 記 ノ如 ク投 與後 ニ起 ル甚 シ キ腹 部 膨滿(恐 クハ

體 温 ニ因 ル「リ ゴー レ ン」ノ氣 化 ノ爲 メ カ)竝 ニ之

ニ原 因 セル 異 常 ニ基 クモ ノ カ,其 ノ何 レナ ル カ ヲ

本 實 驗 ノ ミニ ヨ リテ 決 定 スルハ 困 難 ナ レ ド,「リゴ

ー レ ン」 以 外 ノ石 油類 ヲ投 與 シ タ ル場 合 ニ見ラ ル

ル初 期 血 糖 ノ上 昇 的 傾 向 ハ,「 リゴ ー レ ン」投 與 後
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ニ現 ハ ル ル血 糖 増 加 ノ一 原 因 ヲ「リゴ ー レ ン」其 ノ

モ ノ ニ歸 スル モ不可 ナ ラザル 如 シ.而 シ テ上 記 ノ

如 ク沸 點 ノ高 キモ ノホ ド著 明 ナル血 糖 ノ減 少 ヲ招

來 スル ニ對 シ,沸 點 ノ低 キ「リゴ ー レン」ニ於 テハ

初期 増 加 ガ著 シ ク,9時 間後 ニハ 略 ボ平 常 値 ニ復

シ,其 ノ間 ニ平常 値 ヨリ減少 スル コ トナ シ.

依 之觀 之,石 油類 沸 點 ノ高低 ト之 ヲ投 與 シタル

場 合 ニ於 ケ ル血糖 ノ増 減 トノ間 ニハ 一定 ノ關係 ア

ル モ ノ ノ如 ク,之 ハ一 般 石 油類 ガ種 々 ナル炭 化 水

素 ノ混 合 物 ナル事 實 ニ鑑 ミテ1ツ ノ興 味 アル作 用

機 轉 ナ リ ト云 フベ シ.

第4章 結 論

1. 本 實 驗 ハ健 康 家 兎 ニ少量(1cc pro kilo)

ノ石 油類 ヲ經 口的 ニ投 與 シ タル後,其 ノ耳 殻 靜脈

ヨ リ血 液 ヲ採 取 シ,之 ニ就 キ血 糖 量 ノ時 間的 變 化

ヲ追 及 シ タル モ ノ ナ リ.

2. 燈 用 石油 ヲ投 與 ス レバ,血 糖 ハ漸 次 ニ降 下

シ,5-7時 間 ニシ テ最低 値 ニ達 シ,12時 間後 ニ

略 ボ投 與前 ノ血 糖 量 ニ復 歸 ス.

3. 石 油類 似 物 質(「 リゴ ー レン」 ヲ除 ク)モ 亦

家 兎 血 糖 ニ對 シ,石 油 ト同 樣 ナル 作 用 ヲ有 シ,其

ノ沸 點 ノ高 キ モ ノ ホ ド血 糖 降 下 作用 ハ 強 キモ ノ ノ

如 シ.

4. 沸點40℃ 以 下 ナル 「リ ゴー レ ン」ヲ家 兎 ニ

與 フ レバ 一 時 的 ニ血 糖 量 ヲ増 加 セ シ ムル ガ,同 時

ニ腹 部 膨 滿,呼 吸頻 數,不 安 状 態 等 ヲ來 ス.

5. 石 油類 ノ沸 點 ノ高低 ト之 ヲ經 口的投 與 シ タ

ル場 合 ノ血 糖 像 トノ間 ニハ 一 定 ノ關 係 アル ヲ推 ス

ベ ク,即 チ 其 ノ低 キ モ ノ ハ増 加 的 ニ,高 キ モ ノハ

減 少的 ニ作 用 スル モ ノ ノ如 シ.
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Aus dem Gerichtsarztlichen Institut der Medizinischen Fakultat Okayama

Einfluss der verschiedenen Petroleumarten auf den

Blutzucker bei Kaninchen.

Von

Koiti Tani.

Eingegangen am 10. September 1938.

In dieser Untersuchung wurde der Blutzucker des Kaninchens, dem eine kleine

Menge (1cc pro kilo Korpergewicht) Petroleum per os eingegeben wurde, 0.5, 2, 5, 7, 9 und

12 Stunden nach der Aufnahme bestimmt.
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Brennpetroleum erniedrigte allmahlich den Blutzucker, dessen tiefster Punkt sich

5-7 Stunden nach der Darreichung zeigtc, worauf er wieder zum normalen Wert zuruck-

kehrte. Petroleumather, Canadol, Petroleumbenzin, Ligroin, Naphtha, Maschinenol,

Sesquiterpene und Naphthne (ausser Rhigolen) haben eine dem Brennpetroleum mehr

oder weniger ahnliche Wirkung auf den Blutzucker des Kaninchens. Bei der Darreichung

von Rhigolen, dessen Siedepunkt unter 40℃ liegt, zeigte das Kaninchen starke Bauch-

auftreibung, beschleunigte Atmung, Unruhe und deutliche Erhohung des Blutzuckers.

Da im allgemeinen Petroleum von niedrigem Siedepunkt erhohend, solches von

hohem Siedepunkt erniedrigend auf den Blutzucker wirkte, darf man eine gewisse

Beziehung zwischen dem Siedepunkt der Petroleumarten und dem Blutzuckerspiegel bei

Kaninchen annehmen. (Autoreferat)
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